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In this paper, we propose a method for building a general ontology from Japanese Wikipedia to decrease the cost for 

building and updating general ontology. We take Wikipedia as a semi-structured resource with wide-range concept coverage 

and new concept coverage. For building is-a relation, we apply string matching to category tree. To exploit more instances, 

we apply a scraping algorithm to list articles. Case studies show us that a general ontology can be build well from Wikipedia. 

1. はじめに 

オントロジーの中でも幅広い分野の一般的知識を記述した汎

用（言語）オントロジーは，現在では英語版としては WordNet，

日本語版としては EDR 電子化辞書がよく知られており，セマン

ティック Web研究における貢献度は非常に高い．しかし，これら

のオントロジーは膨大な時間とコストをかけて人手で構築されて

いるため，固有名詞も含め，日々生まれ出る新しい語彙定義へ

の即時対応が難しいのが現状である． 

そこで本研究では，即時更新性，語彙網羅性に優れたオンラ

イン百科事典 Wikipedia から汎用オントロジーを構築することを

目的とする．Wikipediaの半構造化された情報資源に着目し，こ

れをオントロジーに変換する．本稿では，Wikipedia カテゴリ階

層に対する文字列照合を行うことによってオントロジーのクラス

階層を構築し，一覧記事に対するスクレイピングを行うことによ

ってインスタンスを収集する手法を提案する．ケーススタディとし

て実際に Wikipediaのデータを利用してオントロジーを構築し，

構築されたオントロジーの品質についての評価をする． 

2. 関連研究 

Wikipediaからオントロジーを構築する主な研究を紹介する． 

DBpedia[Auer 07]は，Wikipedia の半構造化情報を RDF に

変換することによって，大規模なデータベースを構築した．リソ

ースとしては主に，英語 Wikipedia のインフォボックスや外部リ

ンク，所属カテゴリといった半構造情報を利用している．しかし，

抽出した情報は特にフィルタリングされておらず，インフォボック

スから抽出した情報に関しては不適切な情報も大量に含まれて

しまっている． 

YAGO[Fabian 07]は，Conceptual Category と呼ばれるカテゴ

リをクラスとして利用し，WordNet を拡張している．Conceptual 

Category とは Wikipedia のカテゴリ階層中に存在するカテゴリ

であり，英語に特化した構文解析によって特定される．この

Conceptual Category に属する記事をインスタンスとしてクラスに

付加している．インスタンスに関しては， BornInYear や

LocatedIn といった Relation を用いてメタデータを記述し，非階

層構造も構築している．大規模なインスタンスの構築を可能にし

ているが，YAGOで提案されている手法は英語 Wikipediaに特

化した手法である．本研究では，日本語 Wikipedia に対応した

手法を提案し，インスタンス構築を行っている． 

[Ponzetto 07]では，Wikipediaカテゴリ階層からの is-a関係の

抽出が試みられている．手法としては，カテゴリリンクに六つのメ

ソッドを適用することによって関係を抽出している．メソッドの中

でも主なものは，簡単な文字列照合によるものである．本研究

では，前方文字列照合部除去という手法を取り入れることによっ

て，is-a関係の規模の拡大を行っている． 

3. 日本語 Wikipedia からの汎用オントロジー構築 

3.1 汎用オントロジー構築支援手法 

Wikipedia から大規模なオントロジーを構築するにあたって，

クラス階層については主に[Ponzetto 07]でのカテゴリ階層からの

簡単な文字列照合による抽出，インスタンスは[Fabian 07]の英

語に特化した手法での収集が行われているという現状である．

これを踏まえ本研究では，クラス階層については Wikipedia の

カテゴリ階層に新たな文字列照合を適用することによって規模

を拡張し語彙の網羅性を高める．さらにインスタンスについては

一覧記事にスクレイピングを適用することによって日本語に対応

した大規模な収集を行う． 図 1 は，Wikipedia のカテゴリ階層と

一覧記事を用いた汎用オントロジーの構築の概念図である． 

 

3.2 カテゴリ階層 

カテゴリ階層とは，記事の分類を目的としたカテゴリが階層化

されたものである．サブカテゴリは，あるカテゴリに属する記事が

増加してくるとそのカテゴリの下位に作成され，カテゴリの記事

の再分類に使用される．サブカテゴリは増加した記事を細分化

するために作成されるという性質から，その名称は上位カテゴリ

の名称を含む複合語で形成される場合が多い．例えば「原子力

－原子力発電所」や「ソフトウェア－フリーソフトウェア」といった

階層である．前者は単に関連の深いキーワードを示す is-a関係

としては不適切な関係であるが，後者はオントロジーの is-a 関

係に相当する関係となっている．カテゴリ階層からは，この複合
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図 1 汎用オントロジーの構築の概念図 
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語に着目した文字列ベースでの抽出手法を用いることによって， 

is-a関係を抽出できる可能性が高い． 

3.3 一覧記事 

一覧記事とは，物事のリストが記述された記事である．例えば，

「言語の一覧」には世界の言語のリストが記述されている．

Wikipedia の記事の中でも文章表現を工夫したり細かな事実を

確認したりする必要がないせいもあり一覧記事の執筆者は非常

に多く情報量は豊富であり，かつ記述形式がある程度統一され

ている．そのため，一覧記事から大規模なインスタンスを収集す

ることが可能であると考えられる． 

3.4 クラス階層構築 

本実験では複合語を利用してカテゴリ階層から is-a関係を抽

出するための手法として後方文字列照合と前方文字列照合部

除去の２通りの文字列照合を行い，クラス階層を構築する． 

(1) 後方文字列照合 

後方文字列照合とはカテゴリ階層を構成する親カテゴリ名と

子カテゴリ名とを比較し，子カテゴリ名が“任意の文字列＋親カ

テゴリ名”となっているものを抽出する手法である．この手法は，

[Ponzetto 07]で既に実践されている手法である． 

 

図 2 後方文字列 照合 

(2) 前方文字列照合部除去 

前方文字列照合部除去とは親カテゴリ名と子カテゴリ名とを

比較し，親カテゴリ名と子カテゴリ名で“任意の文字列＋の”とい

う部分が先頭から一致しているものを抽出，照合部を除去する

手法である．この手法は，文字列の重複に依存しない is-a 関係

を取得できる点が大きな利点である． 

 

図 3 前方文字列照合部除去 

3.5 インスタンス収集 

一覧記事はインスタンスを収集するためには不要な情報を含

んでいる．しかし一覧記事は記述形式が統一されているため，

含まれる不要情報もパターン化することができ，除去することも

十分可能である．本実験では一覧記事からノイズを取り除くため

の手法としてスクレイピングを行い，インスタンスを収集する． 

4. 実装 

Wikipedia の全記事，内部リンク，カテゴリリンクなどはフリー

でダウンロードすることができるため（これらのデータはダンプデ

ータ*1 と呼ばれる），これを利用してクラス階層の構築とインスタ

ンスの収集を行う．  

(1) クラス階層構築 

図 4 に具体的なクラス階層抽出の手法を示す．ダンプデータ

の categorylinks.sql で表わされるテーブルには，それぞれ

cl_from と cl_to のカラムに全記事とそれが所属するカテゴリの

対応が表わされている．しかしこれはカテゴリ同士の対応以外も

含んでおり，さらに記事のカラムは実際の記事名を表す文字列

ではなく idで表わされている．ここでダンプデータの page.sql も

利用する．page.sqlは全記事の id と記事名と記事の namespace

の対応を表している．namespace とは記事の属性を表すもので，

カテゴリ記事の namespace は 14 である．categorylinks.sql と

page.sql のテーブルを結合させ，親カテゴリと子カテゴリの対応

を表したテーブル new_categorylinksを生成する．このテーブル

に図 5 に示した後方文字列照合を行うクエリ A，前方文字列照

合部除去を行うクエリ Bを実行し，is-a関係を抽出する． 

 

図 4 クラス階層抽出 

 
図 5 文字列照合を行うクエリ 

(2) インスタンス収集 

ダンプデータの pages-articles.xmlは全記事の xmlテキストフ

ァイルであり，図 6のようになっている． 

以下，スクレイピングの具体的な内容を説明する． 

①大まかな不要情報の除去 

図 6の aの pageタグ titleタグを利用して，一覧記事のテキス

ト以外を除去し，title タグ部分も除去する．一覧記事では dのよ

うに ‘＊’から始まる行(以下，‘＊’行と呼ぶ)にインスタンスが記

述されており，c のように‘=’で囲まれた部分にはインスタンスを

分類する単語が記述されている(筆者はこれを目次見出しと呼

ぶ)．この c，d を残し，b の‘＊’や‘=’以外から始まる行を除去

する．図の中の”[[ ]]”は，Wikipediaの内部リンクを表している． 

 
図 6 一覧記事ソーステキストの一部 

*1http://download.wikimedia.org/jawiki/ 



The 22nd Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2008 

- 3 - 

 
図 7 一覧記事の不要な情報の例 

以下からは図 7 に示される例のように，‘＊’行に含まれる不

要な情報を除去する． 

②一覧記事の説明に使用される‘＊’行を除去 

③ 「＊ ～の一覧」と同じ目次見出しの下位にある‘＊’行を除去 

④不要な目次見出し下位の‘＊’行を除去 
⑤不要な‘＊’行を除去 
⑥不要な年号記述部分を除去 

⑦‘＊’行の中でどの部分がインスタンスでどの部分が不要情報

であるかを特定する６つパターンを作成し，これに従ってインス

タンス以外の部分をスクレイピングし，最終的に記事名で表され

るクラスとインスタンスの残し，インスタンスを収集する． 

5. ケーススタディ 

5.1 実験方法 

2007 年 11 月現在のダンプデータをダウンロードして，オント

ロジーの構築を行った．データベースには MySQL，スクレイピ

ングを行う実装言語には Javaを使用した． 

(1) クラス階層構築 

カテゴリ階層を構成しているリンクの数は 87,126個であった． 

文字列照合は単純な 1 世代の親子関係だけではなく，2 世

代のカテゴリリンクまで検索の対象を広げて適用し，クラス階層

の抽出を行った．クラス階層の評価方法は，抽出した全リンクか

らのランダム標本抽出によるリンクの正解率の区間推定を行う．

正解の判断は，下位概念が上位概念の性質を継承しているか

否かという点を基準とした．正解率の 95％信頼区間の算出式と

して，有限修正を加えた以下の式①を利用する． 

 

…① 

 

式①において，N は母数，n は標本数，  は真の正解率の推

定量であり，正解の標本数を総標本数で割ったものである． 

(2) インスタンス収集 

Wikipediaの一覧記事数は約 5,500ページであった． 

ダウンロードした xml テキストファイルに対してスクレイピング

を行い，インスタンスの抽出を行った．インスタンスの評価方法も

クラス階層の評価と同様に抽出したリンクから 1,000個の標本抽

出を行い，リンクの正解率の区間推定を行う．標本数に対して

母数が非常に大きい場合は，使用する式は 5.1.(１)の式①から

有限修正部を除いたものとする． 

5.2 実験結果 

(1) クラス階層構築 

後方文字列照合によって 4,671 個，前方文字列照合部除去

によって 2,521個で，計 7,192個の is-a関係を抽出した．また，

この is-a 関係を構成する概念数は 6,672 個であった．抽出した

7,192 個の母集団の中から 1,000 個の標本を抽出し，正誤を判

定した．その結果から式①を利用して真の正解率の 95％信頼

区間を算出すると，91.2±1.63%という結果が得られた．表 1，2

にそれぞれ後方文字列照合，前方文字列照合部除去で抽出さ

れたリンクの例を提示する．表 3 は誤りの例とその内容を表して

いる．次にクラス階層のルートとなっている各クラスから全てのリ

ーフのクラスへのパスを調べた．抽出したパスの本数は 153,188

本であり，構造全体の階層の深さの平均は約 6.001 本で，分散

は約 3.18 であった．さらにオントロジー全体を見渡すために，

各ルートクラスについて派生するリーフの分布を測り，横軸にル

ートクラスを，縦軸にクラスの階層の深さを取ったグラフを記述し

た．図 8にそれを示す． 

表 1 後方文字列照合で抽出した is-a 関係の例 

親クラス 子クラス
高等学校 通信制高等学校
高速道路 各国の高速道路
高速鉄道 台湾高速鉄道
魚介料理 日本の魚介料理

魚類 軟骨魚類
鳥類 絶滅鳥類  

表 2 前方文字列照合部除去で抽出した is-a 関係の例 

親クラス 子クラス
食品メーカー 製パン業者

武器 刀剣
麺料理 焼きそば
齧歯類 ハムスター  

表 3 is-a 関係の誤りの例 

親クラス 子クラス 間違いの内容
グローバリゼーション 反グローバリゼーション 反・非などを含む

文庫 富士見ミステリー文庫 クラスーインスタンス
地理 建築物 抽象的な語が親
教育 コミュニティ・カレッジ 抽象的な語が親

教育の歴史 旧制教育機関 抽象的な語が親
文化 アニメ作品 抽象的な語が親
歴史 政治 抽象的な語が親
社会 事件 抽象的な語が親
経済 国立銀行 抽象的な語が親  

 
図 8 オントロジーの全体像 

(2) インスタンス収集 

実験によって得られたインスタンスは 332,299 個，一覧記事

の記事名から生成されたクラス数は 2,265 個であった．標本抽

出をして正誤判定をした結果，正解率の 95％信頼区間は，

96.9±1.1％であった．表 4に抽出されたリンクの例を示す．表 5

は，インスタンスを多く持つクラスを表したものである．また誤りに

はどのようなものがあったかを，表 6に示す． 

表 4 抽出したインスタンスの例 

クラス インスタンス
国会議員 松田竹千代
作曲家 本田雅人

映画スタッフ 高村倉太郎
国鉄・JRの車両形式 ヤ230

陸上競技選手 山田宏臣
神社 仙台東照宮

東北地方の道路 八戸南環状道路  
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表 5 インスタンスを多く持つクラスの例 

クラス インスタンス数
東京大学の人物 3901

日本の峠 3131
日本の漫画家 2472

アメリカ海軍駆逐艦 2144
日本の声優 2125

愛知県出身の人物 2001
人名 い 1768  

表 6 インスタンスの誤りの例 

クラス インスタンス
言語 :en:Ngumba language

國學院大學の人物 伊藤誠 (経済学者)
世界の民族衣裳 台湾
国際競技連盟 バイアスロン
スポーツ競技 サッカー  

5.3 考察 

(1) クラス階層構築 

全体的な正解率という点ではかなり良い数値を得られたと思

われる．後方文字列照合では複合語からなる is-a 関係を抽出

できており， 前方文字列照合部除去では文字列に依存しない

is-a 関係を抽出ができていることがわかる．しかし汎用オントロジ

ーとしての階層の規模としてはまだ小さい． 

次に誤りの内容について考察する．表 3 の一つ目の誤りによ

うに，子クラスが親クラスと照合していても「反」や「非」などの否

定語が子クラスの先頭にきている関係は is-a 関係としては誤り

になってしまう．次に二つ目の誤りは，インスタンスを表してしま

っている誤りである．Wikipedia では，有名なものであれば明ら

かにインスタンスであるものでもカテゴリ化され，クラスのように扱

われる傾向があり，後方文字列照合ではこのような誤抽出をし

てしまう可能性が高くなっていた．表 3 は，「抽象的な語が親ク

ラスとなっている」という要因の誤りが大部分を占めていたという

ことも示している．ここでいう抽象的な語とは，Wikipedia カテゴリ

階層の上位に存在しているカテゴリ名である．日本語Wikipedia

のカテゴリ階層の最上層部は，上位オントロジーと呼ばれるもの

のように物ごとの厳密な分類がなされているわけではなく，「科

学」，「学問」，「技術」，「自然」，「社会」，「地理」，「人間」，「文

化」，「歴史」に「総記」を加えた 10 の「主要カテゴリ」がルートと

なっている．この粗い分類であるルートとその直下のカテゴリの

間には is-a 関係として不適切な関係が多いことは明らかである．

「抽象的な語」による誤りを多く抽出してしまった理由は，

Wikipedia ではこれが分類の基幹となっているため上位部分以

外の階層の中でも複合語の形でこの抽象的な語による分類が

何度も登場し，それが前方照合部除去の条件に適合したため

だと考えられる． 

オントロジーの全体像である図 8 を見ると，あるクラスの部分

だけ急激に階層が深くなっていることがわかる．急激に深くなっ

ているルート概念は， “文化と歴史”，“地理・事物”，“社会”，

“歴史”，“文化”といった，抽象的な概念である．このような単語

以外で僅かながら深い階層が見られるのは，“機器”，“法”，“ス

ポーツ組織”，“人物”であった．これら以外は深さ 2～4 程度の

平坦な階層しか構築されていない．Wikipedia 主要カテゴリとな

っているような抽象的な語が多くの誤りの階層を生み出している

ことが明らかになっていたが，加えてこの図から，そのような語か

らしか深い階層構造を築くことができていないということもわかる．

カテゴリ階層から文字列照合を利用してクラス階層を構築する

場合，上位部分の整備が極めて重要であるということである．上

位オントロジーの整備によって今回構築したクラス階層がさらに

よりよいものになる可能性がある． 

(2) インスタンス収集 

抽出したリンクの正解率を見ると，全体の抽出の精度はかなり

の高さを持っていたことがわかる．表 5 を見ると，人物のインスタ

ンス数が圧倒的に多いことがわかる．これは Wikipedia 一覧記

事が人物のコンテンツを特に多く持つということをよく反映してい

る結果である．しかし表 4の例や，表 5の “日本の峠”や “アメリ

カ海軍駆逐艦”など，分野にとらわれない抽出もできている． 

誤りは，スクレイピングのルールが不足していることによるもの

が大部分を占めていた．表 6の一つ目，二つ目の誤りはそれぞ

れ，Wikipedia の言語リンクを表す“：（言語コード）：”という記述

を除去するルール，“( )”の注釈を除去するルールが不足して

いたために起こった．三つ目，四つ目の誤りは，‘＊’や‘＃’の

行の中のどの部分がインスタンスそのものを表しているかを特定

するためのパターンが不足していたために起こってしまった誤り

である．ルールの不足以外にも，表 6 の五つ目の誤りのようにク

ラス－サブクラス関係を表してしまっているものもあった． 

6. おわりに 

本稿では，汎用オントロジーを構築するために日本語

Wikipedia のカテゴリ階層からクラス階層を構築し，一覧記事か

らインスタンスを収集する手法を提案した．文字列照合では特

に前方文字列照合部除去で文字列に依存しない is-a関係を抽

出することができ，一覧記事からは日本語に対応した手法で大

量のインスタンスを収集することに成功した．またその正解率も

共に 90％を超える精度の高さであった．しかし，質の高い汎用

オントロジー構築のためには大きな課題が残されている．複合

語に着目した文字列照合は「抽象的な語」による多くの is-a 関

係の誤りを生み，文字列を利用した全自動構築には限界が見

えたともいえる結果となった．この問題を解決するため，今後は

既存の上位オントロジーを利用し，さらに人間とのインタラクショ

ンを取り入れながら半自動的に Wikipedia から汎用オントロジ

ーを構築していく予定である．インスタンス収集に関しては，スク

レイピングのさらなるパターン整理が必要になってくることに加

え，一覧タイトルから生成されたクラスをクラス階層に融合させる

ための手法も提案していかなければならない．また，一覧記事

以外にもインスタンス収集に利用可能なリソースを探していく必

要もある． 
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